
経営学研究科教授会議題及び議事結果 

 

日 時  令和５年５月１７日（水）１３：４５～１４：４５ 

出 欠  別紙のとおり 

 

前回研究科教授会（４月１９日）の議事結果の確認 

 標記について、異議なく確認した。 

 

審議事項 

１．令和５年度非常勤講師の委嘱及び審査並びに客員教授の選考について 

  研究科長から、回収資料１に基づき説明があり、承認した。 

 

２．経営学研究科研究員の受入について 

研究科長から、回収資料２に基づき説明があり、承認した。 

 

３．招へい外国人研究者の受入れについて 

研究科長から、資料１に基づき説明があり、承認した。 

 

４．将来計画タスクフォースのメンバーについて 

研究科長から、将来計画タスクフォースのについて説明があり、承認した。 

また、１２月に答申を行うこととし、答申までに中間報告も行う予定である旨の説明

があった。 

 

５．令和 6 年度経営学研究科学生募集要項等について 

   入試学生委員から、資料２～資料５に基づき説明があり、承認した。 

 

６．令和 5 年度研究指導教員所属学生について 

大学院教務委員から、資料６に基づき説明があり、承認した。 

 

７．論文審査委員の選出について 

大学院教務委員から、資料７に基づき説明があり、承認した。 

 

８．令和 5 年度授業計画の変更について（SESAMI/KIMAP） 

大学院教務委員から、資料８に基づき説明があり、承認した。 

 

９．令和 6 年度専門職学位課程演習担当教員について 

MBA 教務委員から、資料９に基づき説明があり、承認した。 

 

１０．経営学研究科研究生規程の改正について 

入試学生委員から、資料１０に基づき説明があり、承認した。 

 

１１．令和 5 年度後期 交流協定に基づく学生の留学（受入）について 

国際交流委員から、資料１１に基づき説明があり、承認した。 

 

１２．学生の休学について 

入試学生委員から、資料１２に基づき説明があり、承認した。 

 

報告事項 

１．全学委員会報告 

研究科長から、資料１３に基づき報告があった。 



 

２．教員の海外渡航について 

研究科長から、資料１４に基づき報告があった。 

 

３．ネットワーク型大学院構築事業について 

研究科長及び副研究科長（評議員）から、資料１５に基づき説明があった。 

 

４．WoS 論文投稿支援経費、国際共同研究支援経費、科研不採択者支援経費について 

研究科長から、資料１６に基づき報告があった。 

 

５．株式会社インソースとの包括連携協定について 

研究科長から、資料１７に基づき報告があった。 

 

６．学生募集要項の修正について 

入試学生委員から、資料１８に基づき報告があった。 

 

７．学術交流協定の締結状況について 

国際交流委員から、資料１９に基づき報告があった。 

 

８．台湾国立大学との学術交流協定の更新について 

国際交流委員から、資料２０に基づき報告があった。 

 

９．令和 5 年度前期博士論文発表会の開催について 

大学院教務委員から、資料２１に基づき、発表時間の修正があることを含め説明があ

った。 

 

１０．博士候補者ワークショップ／論文作成セミナーのスケジュールについて 

大学院教務委員から、資料２２に基づき説明があった。 

 

１１．総合学力試験の合格科目取得状況について 

大学院教務委員から、資料２３に基づき報告があった。 

 

１２．授業振り返りアンケートの回答の呼びかけについて（学部と共通） 

大学院教務委員から、資料２４に基づき説明があった。 

 

１３．中小Ｍ＆Ａ研究教育センターの助成について 

センター長から、資料２５に基づき説明があった。 

 

１４．その他 

 ・ 研究科長から、デジタルバイオ＆ライフサイエンスリサーチパーク（DBLR）構想にお

ける社会システムイノベーション研究拠点の説明会が行われる旨の案内があった。 

・ 研究科長から、アントレプレナーシップセンターの教育プログラムについて報告があ

った。 

 

◎教授会予定 

６月２１日（水）  １３：３０～ 

７月１９日（水）  １３：３０～ 

※８月は特別な事情がある場合を除き不開催。 

９月 ６日（水）  １３：３０～ ※第１水曜日 

１０月１８日（水）  １３：３０～ 



１１月１５日（水）  １３：３０～ 

１２月２０日（水）  １３：３０～ 

１月１７日（水）  １３：３０～ 

２月 ６日（火）  １３：３０～ 

３月 ５日（火）  １３：３０～ 

３月１３日（水）  １３：３０～ 

 

以 上 

 

 


